
 

9/22に当院看護部主催で卒後・異動３年目の看護師を対象に、チューター発表会を

行いました。この取り組みは、当院が日常的に取り組んでいる老年学における４つの巨

人（不動・不安定・失禁・知的障害）と２つの課題（栄養障害・嚥下障害）について、

看護基準・手順と実際の症例を照らし合わせ、看護師個々の成長を確認する企画で毎年

実践しています。今年は４名の看護師が発表しました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の発表はそれぞれのテーマについて、始めに当院の基準を示し、新人教育で得た

知識・技術の実践がどのように患者の回復に効果を示したかをフロアが聞いていてわか

りやすく説明されており、フロアの再学習にもなったすばらしい発表でした。 

嚥下障害 

重度嚥下障害を持つ高齢患

者との関わりを振り返って

（２北病棟 佐藤千恵） 

 

不動 

褥瘡評価 DESIGNについて

（２北病棟 吉田真弓） 

 

不動 

離床拒否のある患者への

アプローチ 

（２北病棟 滝澤真美） 

 
失禁 

「自己導尿の指導を通

じて学んだこと 

（２南病棟 阿部由香） 

発表が終わり先輩達と！！ 

どうどうとした 

発表！ 


